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研究成果の概要（和文）：本研究は、実社会における対面コミュニケーション時の身体動作とコミュニケーショ
ンのコンテクストの共有度との関係を定量的に調べることを目的とした。そして、実際の7つの企業組織におい
て数か月に亘り社員の身体動作の時系列データを分析したところ、対面中の二者間の身体動作の同調度がコミュ
ニケーションのコンテクストの共有度を反映する部署情報や対面時間長と正の相関関係にあることが分かった。
さらに、対面コミュニケーションのネットワーク構造との関係を調べたところ、推移性やクラスター係数などの
構造指標と身体同調度との間に正の相関関係があることが分かった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed at quantitatively investigating the relationship between 
body movement during face-to-face communication in real society and the degree of sharing context of
 communication. We analyzed time-series data on body movement of each employee in seven 
organizations of a company during about a few months. The result statistically showed a positive 
correlation between the degree of synchronization in body movement of two employees and the 
department information and communication time length that are supposed to reflect the degree of 
sharing communication context. Furthermore, we divided the network of face-to-face communication 
into several communities based on the degree of body movement synchronization to examine the 
relationship with the network structure. The result statistically showed a positive correlation 
between the degree of body movement synchronization and some structure indices such as transitivity 
and cluster coefficient.

研究分野： コミュニケーション科学、認知情報科学、感性情報科学

キーワード： 対面コミュニケーション　身体動作の同調　コンテクスト　ネットワーク分析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究結果から、対面中の身体動作の同調度はコミュニケーションにおけるコンテクストの共有度を反映した
指標として有効性があることが示唆された。このことは、これまで学術的な観点から定性的に研究されてきたコ
ンテクストという概念を、頷きなどの身体動作の同調度を調べることで定量的に評価する道を開くものである。
　さらに、この指標は加速度センサなどの既存のウェアラブルセンサを利用することで日常生活においても計測
可能な量であるだけでなく、今後の高度情報社会のコア技術であるAIやIoTと組み合わせることで、企業や地域
社会における人々の円滑なコミュニケーションを総合的にサポートするシステムの構築に利用可能である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年、職場や学校など様々な社会システムにおいてコミュニケーションの円滑性が失われつ

つある。その要因として、成熟社会を迎え個人のライフスタイルの多様化が進み、それまで自
明であったコンテクストの共有が困難になっていることが指摘されている。また、それに伴い
社会構造そのものの変化も要因として見過ごすことはできない。特に文化的にコンテクストへ
の依存度が高い我が国では、昨今のグローバル化の波により急速に低コンテクスト化しつつあ
り、それに伴い、引きこもりなどの社会的孤立や対人コミュニケーションストレスなど多くの
問題が深刻化している。それゆえ、これらの問題をどのように解決していくか、その対応が急
務となっている。しかしながら、コンテクストを定量化することは難しく、現状では各コミュ
ニティにおいて個別の対応策を講じざるを得なかった。 
そのような中、現在急速に発展してきたビッグデータ計測技術を用いて、社会的なネットワ

ークにおける人間の動向を分析することにより、実社会における人々のコミュニケーションの
あり方を明らかにしようとする試みがなされている。これに関し、国内外の主要な研究グルー
プにより一定の成果は得られているものの、これまでの先行研究はコミュニケーションの前提
となるコンテクストの定量化にまで踏み込むものではなかった。 
 

２．研究の目的 
そこで本研究では、実社会の企業組織において計測された対面ネットワークのビッグデータ

を分析することで、対面コミュニケーション時の身体動作とコミュニケーションの背景をなす
コンテクストとの関係を定量的に評価することを目的とする。 
具体的には、コンテクストそのものを定量化することは困難なので、コンテクストの共有度

に注目する。これに関し、従来心理学の分野で「円滑な対面コミュニケーション時に二者の身
体動作が同調する」ということが実験室環境において確認されている。この知見に加えて、我々
の研究グループの先行研究に基づき、対面コミュニケーション時の二者間の身体動作の同調度
（身体同調度）を定量的な指標として導入することにより、当該指標と実社会における対面コ
ミュニケーション時のコンテクストの共有度との関係を定量的に評価する。 
さらに、対面コミュニケーションのネットワークを構造分析することで、コンテクストの共

有度に応じて対面ネットワークの構造がどのように変化するのかを明らかにすることを目指す。 
 

３．研究の方法 
本研究には、実社会の各種企業組織における対面ネットワークのビッグデータが必要である。

これに関し、身体動作の加速度を計測する加速度センサ(50Hz)と、対面イベントの時刻と時間
を検出する赤外線センサとを備えたウェアラブルセンサ(ビジネス顕微鏡：日立製作所)を用い
て、100 人以上の社員から構成される 7 つの企業組織に配布し、各社員の対面コミュニケーシ
ョン時の身体動作の加速度と対面イベントのデータを 1～2 ヶ月に亘って計測したビッグデー
タを取得した。そして、これらの時系列データの同調分析（周波数解析＋相関分析）を行い、
二者間の身体同調度の時系列データを算出し、そのデータを用いて、以下、３つの研究課題を
行った。 
(1)研究課題１：コンテクストの共有度を反映する対面ネットワークの特徴量を求める。 
この課題においては、本研究の基盤をなす「コンテクストの共有度を反映する対面コミュニ

ケーションネットワークの特徴量」の特定を行った。そのため、我々の研究グループの先行研
究に基づき、「対面コミュニケーション時における二者の身体動作の同調度がコンテクストの共
有度を反映している」との仮説を立てた。当該同調度は、具体的には、二者における頷きなど
身体動作の振動数差として定義した。 
そして、この仮説を検証するために、実社会の企業組織内の社会的なコンテクスト(部署情報)

に基づき、実際に 7つの組織のそれぞれの対面コミュニケーションネットワークからコミュニ
ティを抽出した。次いで、同じコミュニティに属する二者と異なるコミュニティに属する二者
の間で身体動作の類似度の比較を統計的に行った。 
(2)研究課題２：コンテクストの共有度に影響を及ぼす対面ネットワークの特徴量を求める。 
この課題においては、「コンテクストの共有度(二者間の身体同調度)に影響を及ぼす対面コミ

ュニケーションネットワークの特徴量」として「対面時間」を仮定し、その検証を行った。当
該仮説は「対面時間が長い二者はコンテクストの共有度が高くなる」という社会科学的な知見
に基づくものである。 
そして、前年度に分析した７つの企業組織の対面コミュニケーションネットワークにおいて、

対面時間の長い二者と短い二者のそれぞれが属するコミュニティでの身体運動の類似度の違い
を調べた。具体的には、対面時間を用いてネットワーク分析することで、各企業組織の対面コ
ミュニケーションネットワークを複数のコミュニティに分割し、同じコミュニティに属する二
者間と異なるコミュニティに属する二者間の身体同調度を統計的に比較した。 
(3)研究課題３：コンテクストの共有度が影響を及ぼす対面ネットワークの特徴量を求める。 
この課題においては、「コンテクストの共有度（二者間の身体同調度）が影響を及ぼす対面コ

ミュニケーションネットワークの特徴量」を求める研究を行った。具体的には、コンテクスト
の共有度の指標としての対面コミュニケーション時の二者間の身体同調度に基づき、前年度に
分析した７つの企業組織の対面コミュニケーションネットワークをコミュニティに分割し、得



られたコミュニティ間でネットワークの各種構造指標(密度、推移性、平均パス長、クラスター
係数など)を統計的に比較した。 
 
４．研究成果 
そして、各研究課題について以下のような結果を得た。 
(1)研究課題１：今回研究対象とした 7つの企業組織の全てにおいて、部署情報でコミュニテ

ィを抽出した場合、同じコミュニティに属する二者は、異なるコミュニティに属する二者と比
較して、身体同調度が統計的に有意に高くなる傾向が見られた。このことから、上記の仮説は
およそ妥当なものであることが示された。 
この結果は、二者間の身体同調度を用いることで、従来定量化が困難であったコミュニケー

ションのコンテクストを共有度という形で定量化できる可能性を示唆する。これにより、二者
間の身体同調度をコントロールパラメータとしてコミュニケーションに介入することでコミュ
ニティの円滑な形成をサポートできることが期待される。 
(2)研究課題２：７つのうち 6つの企業組織において、対面時間の長さに基づき抽出した同じ

コミュニティに属する二者は、異なるコミュニティに属する二者と比較して、身体同調度が統
計的に有意に高くなる傾向が見られた。 
この結果は、対面コミュニケーションネットワークの特徴量である対面時間は、二者間の身

体同調度（コンテクストの共有度）に影響を及ぼす可能性があることを示唆する。これにより、
二者間の身体同調度をコンテクストの共有度の定量的な尺度とし、対面時間をコントロールパ
ラメータとしてコミュニケーションに介入することで、コミュニティの円滑な形成をサポート
できることが期待される。 
(3)研究課題３：７つのうち６つの企業組織において、身体動作の同調度が高いコミュニティ

は低いコミュニティと比較して、推移性とクラスター係数の二つの構造指標の値が統計的に有
意に高くなる傾向が見られた。 
この結果は、対面コミュニケーション時の二者間の身体同調度（コンテクストの共有度）は、

対面ネットワークにおけるコミュニティの基本単位である三者間の関係に影響を及ぼす可能性
があることを示唆する。これにより、二者間の身体同調度をコンテクストの共有度の定量的な
尺度とすることで、組織内における集団的な人間関係における円滑なコミュニケーションにつ
いて適切に示唆を与えることができることが期待される。 
最終的に、本研究において得られた結果によれば、対面コミュニケーション中の二者の身体

動作の同調度は、コンテクストの共有度を表す定量的指標として有効であることが示唆される。
このことは、これまで定性的な観点から評価・研究されてきたコンテクストという概念を、頷
きなどの身体動作の同調度を調べることで定量的に評価する道を開くものである。また、この
指標は加速度センサなどの既存のウェアラブルセンサを利用することで日常生活においても計
測可能な量である。さらに、今後の高度情報社会のコア技術である AIや IoT と組み合わせるこ
とで、企業や地域社会における人々の円滑なコミュニケーションを総合的にサポートするシス
テムの構築が期待される。 
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